














要  約

 Linear Eversion カテーテルと呼ばれる新たな構造を有する卵管形成用カテーテルが開

発され、本邦でも平成 8年初頭より臨床応用が開始された。

  この卵管ファイバースコープを組み込んだ微細な円筒状バルーンカテーテルシステムは、

卵管内腔の観察のみならず、卵管閉塞に対する疎通性回復治療機器として有効である可能

性が高い。

 検討症例として、子宮卵管造影および 2 回以上の通気または通水により両側卵管閉塞と

診断された患者に対し、 さらに子宮鏡下選択的卵管通水法を施行して閉塞を確認した 53

例・ 102 卵管を対象とした。

 FT による卵管疎通成績について、これまでに治療を施行した 53 例･102 卵管の結果を検

討した。このうち、疎通性の回復を得た卵管は FT 実施時には 87 卵管(85.3%)であった。

さらに術後経過を検討するために FT 術後 2 ヵ月以内に子宮卵管造影を施行し、通過性を

確認した。通過性を認めた例は 81 卵管(79.4%)であった。従来の手術および TBT に代表さ

れる他のカテーテル治療に比較して高い成績を示した。また治療後の再癒着は約 6%に認

められた。これを患者別に少なくとも片側の卵管に通過性を認めた例を集計すると 88.0%

に上った。

 新しい構造を持った卵管鏡下卵管形成システムはこれまで不可能であった卵管全域への

卵管鏡の挿入を可能にし、同時に卵管形成を有効に行なうことをも可能にした。この画期

的ともいえる卵管形成カテーテルは、卵管通過障害、特に卵管閉塞に対する治療法として

極めて高い有効性を認めたと同時に、卵管内腔の状態を観察することか受精と初期胚の成

長の場である卵管不妊の診療に極めて有益と考えられた。

 また、閉塞部位の検討については、多発性閉塞が多くの卵管閉塞患者には生じており、

また、その卵管閉塞部位も近位、遠位を問わずこの卵管鏡下卵管形成システムにより解除

が可能であった。


